




教行信証 ・中国語 (漢文) ・語義





本質一 不変 ・形がない ・ 目に見えない ・一如 ・無分別




し、 いつしか人間の心が現象 (物) にとらわれて、真如の本質に迷うこ とになり、 自我の
殻を作り出し、 自我執着心にとらわれ欲望的な存在になった。 それは人間の無明の始まり
である。仮相に目を覆われ、 真実に迷うこ とになった。 しかしそ うなっても心の深いとこ
ろは真如とつながっている。 また真如も大いなる智慧 ・力 ・慈悲として人間の心を見守っ
ていて常にそれを真如に帰らせる、 あらためて真実に目覚めさせるよ うに働いている。
そういうような人間の心を名付けて業識という。即ち業を生じる種というのである。 (業


































凡小易修真教、 愚鈍易住捷径。 大聖一代経、 無如是之徳海。 捨機欣浄、 迷行惑信、 心昏
識寡、 悪重障多、特仰如来発遣、必帰最勝直道、専奉斯行、 唯崇斯信。
6　 噫、














1　 窟以　 『教行信証』 全体の頭音。 曲の高さを定めるもの。
窟- (1) 私下。 私自。　 ひそかに。 独りでに。 自分だけ。




する。 自己の深いところまで届いたので、 その 「自己の内心」 とは、 一人の親鸞の心の深
い層のものでありながら、 普遍的な人間の心の 「内心」 ともなっている。
以上の二つの意味によって 「教行信証」 を語る親鸞の姿勢が定められている。 誠実。無造
作。 無装飾。 謙虚。 低姿勢。
2　 然則
(1) ( しかし。 逆接)
(2) しかれば。順接。 以上に論じたことを確認した上に、更にそれを論理的に展開する。
3　 斯乃








若は 「このように」、 也は 「である」。 若也はこのようである。
8　 誠哉、











以上のよ うに分類すると、 総序が 「層層深入」、 「環環相1口」 とい う厳密な論理性によっ
て張り付いている世界である。 その内在する論理性は総序だけでな く 、
『教行信証』 の全体に命の血脈のよ うに息づいている。 『教行信証』 が生き物のように感じ









2　 承　 論点を深め、 展開する。
四つの文で、 「層層深入 (一層は前の一層を踏まえて更に次の層に深く進入する) 」、
[環環相打] (鎖のように一環と一環とつながっている) 」 とい う手法で、 論点を展開して深
めてい く 。
(1) 浄邦縁熱、 調達闇世興逆害、 浄業機彰、釈迦専堤選安養。
(2) 権化仁、 斉救済苦悩群萌、 世雄悲正欲恵逆誇閲堤。
(3) 圓融至徳嘉号、 転悪成徳正智、 難信金剛信楽、 除疑獲誼真理也。
(4) 爾者凡小易修真教、 愚鈍易住捷径。 大聖一代経、 無如是之徳海。 捨似欣浄、 迷行惑
信、 心昏識寡、悪重障多、特仰如来発遣、必帰最勝直道、専奉斯行、 唯崇斯信。
3　 転　 言葉の筋を転じる。
「移情入理 (情が理よ り生じ、理に情が溶け込む) 」 という形で、文章の流れを転じて、自
ずからの感嘆を表す。
噫、 弘誓強縁多生回値、 真実浄信、 億劫巨獲。 遇獲行信、 遠慶宿縁。
若也、 此廻覆蔽疑網、 更復巡歴礦劫。
誠哉、 摂取不捨真言、超世希有正法、 聞思莫遅慮。
爰愚禿鐸親鸞、 慶哉、 西蕃月支聖典、東夏日域師郡、難遇今得遇、難聞己得聞。 敬信真

















(難思)　 弘誓 (度 難度 海) 大 船
(連体修飾語) (主語)　 (連体修飾語) (述語)
無碍　 光明 破 無明 闇 恵 日
(連体修飾語) (主語)　 (連体修飾語) (述語)
内在する関係
弘誓は大船である。 弘誓は 「難思」 によれば人間の計らいを超えるものである。
光明は恵日である。 光明は 「無碍」 によれば遮るものを一切破るものである。
連体修飾語によって設定されている意味では大船の役割は、難度海を度するものである。

















対偶とい う修辞法は、 表は形式的な整え、 音声効果、 文の美しさを求めるが、裏には文






は、 表は形式的な整のえ、 音声効果、 文の美しさを求めるが、 ただ形式を求めるだけでは
なく 、 よ りよ く 文と文の相関、相対などの対立統一関係を示すためである。 すなわち、 形
式の整え と音声のリズム感は、感覚に刺激を与え、 言葉のレベルにならないうちに、 二つ
の文に内在するつながりを感じさせる。 二つの文は 「対」 の関係に置かれ、 互いに活かし
合い、 制約し合う。 その対応する言語空間に言葉を超える豊かな意味内容が貯えられる。
総序だけでなく 、 「教行信証」 の自釈部分の全体はほとんど対偶の手法によって構成さ






ば、 『真宗聖典』 190頁、 609頁父母因縁　 479 頁 347徳号 213光明 (「真宗聖教全集」














弘誓一 弘とは、 大きい、 力がある。 弘の最初の形は 「弓」 である。 「弓」、 の真中が最
も力があるとい うのはその漢字の始原的な意味である。 日本語でそれは 「ひろ」 とい う返






1　 衆生無辺誓願度。苦界の衆生が無辺無量としても、誓ってそれを救済し尽く そ う とする。
2　 煩悩無辺誓願断。 煩悩は限りなし と しても、誓ってそれを断じ尽く そ う とする。
3　 法門無辺誓願知。 法門無辺としても、誓ってそれを学知し尽く そ う とする。
4　 仏道無辺誓願成。 仏道は至高無上としても、 誓ってそれを成就しよ う とする。
親鸞にいおては弘誓は阿弥陀如来の四十八願であり、 と りわけその中心の願、 第十八願
である。第十八願の主体は名号である。 「難思うる誓」 は名号としてと らえてよいと思う。
せいぐわん みやうがう　 さふら　 九 せいぐわん みやうがう
「そのゆへは誓願 ・名胱とまふしてかはりたるこ と候はず、誓願をはなたれたる名胱も
さふら　 みやうがう せいぐわん さふら　 さふらふ
候はず、名 琥をはなれたる誓願も候はず候」 (『真宗聖教全書』 二669頁)
度一 古代中国では、 渡と通用して、 「渡る」 の意味に使われる。 仏教用語としての
「済度」 は人間の生存状態を生死海に喩えるところから来るものである。済度と意味すると
き、 「渡」 とは通用せず、 「度」 しか使えない。
難度海一 衆生の生死流転する場。
度難度海一 仏教の救済の目的 : 衆生を迷いから救い出す。
この文は二重の意味を持っている。
文字面の意味 : 阿弥陀如来の誓願は、 渡りにく い海を渡する大船である。
象徴的な意味 : 阿弥陀如来の誓願は、 衆生を生死流転している生存状態から救い出す力
(主体) である。
弘誓は大船である。 大船は救済の主体である。
ここで 「度」 という文字は、 現実の海や川を渡るイ メージと仏教的な済度のイ メージを
同時に表し うる。 度は文字通りの意味と象徴的な意味の間を往復するための渡り橋になっ
ている。 異なる意味と して使われても中国語での発音は共に 「dU」 である。 聞き手がこ
の二重の意味の間に自由に往来する道は文字そのもののなかに用意されている。
B　 無碍光明破無明闇恵日
無碍一 障りなく 。 「無碍は有情の悪業煩悩にさへられずとな り。」 (「真宗聖教全書」 631
頁)
無明闇一 光が見えな く なる暗黒。 無明闇は現象にとらわれて、 真如の本質を見失い、
煩悩にとらわれる衆生の生存状態を喩えている。 ( 「明闇」 とは、 「明」 はすなわち是れ出世
な り。闇はすなわち是れ世間な り。また 「明」はすなわち智明なり。闇はすなわち無明な り。
『真宗聖教全集Jp41・「真宗聖典Jp227参照」 恵日、智慧の太陽。 「自螢謂之光、 照物謂之

















の側のものを名号と光明、 すなわち救済の主体と助力、慈と悲と分けるとき、 名号を 「能
生の因」 (往生の直接の原因) 、 光明を 「所生の縁」 (往生の間接の原因) にしている。
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者現法 (一は闇を破る。 二は法を現わす。) 」 光を遮るものを破り、 光源を見せる。
文字面の意味 : 障りなき如来の光は、 光が見えない暗闇を破る智慧の太陽である。
象徴的な意味 : 障りなき如来の光明は、本質を見失って無明になった衆生の心の障擬を
破り、真如の本質に目覚めさせる智慧である。
この二つの文について 「父母之聾喩」 のところに説明がある。 (「真宗聖教全集Jp33　 ・
『真宗聖典Jp190参照』
それによれば、 この第一文は徳号 ・慈父 ・能生の因 ・救済の目的の系列に相当して、救
済の主体である。 第二文は、 光明 ・悲母 ・所生の縁 ・救済の機縁を与えるもの ・手段 ・方
法である。 一応分けて述べられるが、働きと して、 この二つは分けられないものである。














微とは物事が変化する最初の微兆 (兆候) 。衆生にまさに生じよ う とする善があり、 この
善は微にして、 まさに動こ う としている。 仏縁に出会う と、 機となるこ とを得る。
2　 可発
善を生じる可能性。 喩えと していえば、 弩に発すべき機があるが故に、射る者はこれを
発する。 これを発すれば、 すなわち、 箭が動き、発しなければ、 すなわち箭が進まない。
衆生に生じられる (可生) 善があり、 聖なるものがそれに応じれば、 善が活かされる。
応じなければ、 すなわち善が生じない。
3　 変
転じられる可能性。 (「転悪成徳」 。「煩悩氷解成功徳水」 ・ 「真理一言転悪業成善業」 (「真
宗聖教全集」 39 ・ 「真宗聖典Jp198　 ・　 199　 参照」
4　 機関
教えを受け入れる体 ・器。 救済の利益を表現する場。
機と法と対にして表現するとき、能信の機 (衆生の信心 ・ 「南無」) と所信の法 (如来 ・
「阿弥陀仏」) という。
機と法はもとも と同根である。 一滴の川水と海の関係のよ うである。
衆生は過去生 ・現在生の宿縁を異にし根性も別な り、 従って救済する機としてまた千差
万別な り、 教えは、 機に応じなければ、益にならない。 故に仏は千差の便を尽く し、 万別
の教えを施す。
善機一 悪機　 定機一 散機 正機一 傍機 顕機一 冥機　 権機一 実機。 九品の機
など。
取相分別 (有相の機) から無相分別 (無相の機) に達する。 教えによって有相の機は無
相の機に転じられる。 すなわち金剛の信心を得ることになる。 その金剛の信心は 「絶対不
二之機」 である。 (『真宗聖教全集Jp41　 ・　 「真宗聖典J p200参照」
親鸞の眼差し : も ともと微である機が清浄業の働きによってはっき り顕現するこ とになる。
「釈迦章堤選安養」 は善機。 定善散善の者の救済の機。
「調達闇世興逆害」 は悪機。 悪人の救済の機。 罪を犯したこ とをきっかけと して縁が熟し
て、 阿閔世の救済が実現される。
王舎城の悲劇 (現実) を見ている親鸞の眼差し　 二つの浄は如来の働きを表わしている。
如来の慈悲は、 善人や悪人、 それぞれの機に応じて救済の縁を与える。 方便として方法は
別々であるが、本願の救済の本質は一である。本願の機は、 「其機者一切善悪大小凡愚。そ








「斉」 と 「正」 という二つの副詞の対にも注目したい。 これらは文法的に言えば虚詞であ
る。 斉は 「すべて ・全部」、 「高さが同じ (高いのも低いのもない) 」 を意味して、 如来の
「救済」 の目的を 「一人も捨てずに」 「平等無差別に」 という二重の意味に定めている。 ま
た 「正」 は 「正し く 」 を意味していると同時に、 日本語の 「̃ ている」 という現在時の意
味も含まれていて、如来の智慧が生滅変化の現象に応じて常に動的に働いているニュアン





世雄は如来である。 悲は智慧である。 欲恵は恵も う と している。 逆誇間提は五逆の罪を








圓- この漢字は、 天圓を意味する。 ここでは天のように全てを包容している状態、 訣
けるものはない、 除外されるものはない、 全てを包む円満を表わす。
融一 漢字そのものは、 物を煮て、水蒸気が上に上る状態を意味する。 ここで、 水と空
気は、水蒸気のよ うに交じあっているよ うな渾然一体、調和統一、平等無碍の状態を表わす。
圓融一 真如の差別 ・現象と真如の無差別の本質が渾然一体の状態である。 一滴の水が
海に戻る感覚。 人間の心が阿弥陀如来の心と一にな り、大いなる慈悲とともに働く状態。
煩悩即菩提、 生死即涅槃、衆生即如来などは、 すべて圓融についての解釈である。
「速疾圓融之真言」 (「真宗聖教全集」 4 ・ 「真宗聖典」 154参照) で、 「大無量寿経」 は素
早く 圓融になる (にする) 真言だとも言い、 また、 (「真宗聖教全集」 48 ・ 「真宗聖典」 211
参照) 。大信心を 「極速圓融之白道」 という。大信心は素早く 圓融の世界へ通じる白い道で
ある。 この大信心はどこから来るのか。次の文に 「念仏往生の願よ りいでた り。」 ( 『真宗聖
教全集』 48 ・ 「真宗聖典」 211頁参照) と言われるように本願によるところである。 圓融
は。親鸞において人間の心と阿弥陀如来の大いなる心と一になる世界を表現する言葉である。





「圓融」 と 「至徳」 を以て名号の連体修飾語として使われるところに親鸞の名号について
のとらえ方が伺える。 すなわち名号のなかに、 すべての対立するものは調和統一にな り、
絶対の一如になる。 衆生と如来、 現象と本質、 善と悪、 自力と他力など。
「教行信証」 を中国語で読む試み
それと似ている漢字 「丹」 がある。 この文字の雛形は、 「丹」 であり、 「朱砂」 を意味し、
象形的意味は、朱砂を取る井戸の中に一粒の朱砂がある。 中国語で、 「丹」 は、丸い小さい
粒を意味している。
すなわち 『教行信証』 の元来の言葉 「圓融」 を 「円融」 に訳してはいけないのではない
かと思う。 なぜな ら、 そ うすると、 言葉そのものが持っている深い意味と無限な広がりが






教全集』 39 ・ 『真宗聖典』 198頁) 「弥陀智願の広海に　 凡夫善悪の心水も帰入しぬればす
なわちに　 大悲心とぞ転ずなる」。 「真宗聖教全集Jp520 ・　 『真宗聖典Jp504頁参照』 川水








この二つの 「悪」 に対するものを表わすとき、 「教行信証」 ではそれを区別している。前
者の悪に対して言う とき、 その中には 「善」 とい う漢字が使われるが、 (『真宗聖教全集』
41　 4243・「真宗聖典Jp202　 p203 p205参照」 後者の 「悪」 に対してのものは善悪の対
立はないので、 「一乗海」 「絶対不二」 (「真宗聖教全集J p41・「真宗聖典Jp200参照」 に表
わされたよ うに、 「徳海」 「徳本」 「徳号」 等と、 「徳」 という漢字が使われる。 徳とは、差
別する現象世界に対する真如の本質の世界である。 それは悪と対立するものではなく 、悪
を包んで、 悪を転じるものである。
「正」 一 普通の意味での正しいというこ とではなく 、 「中道」 の中である。如来の動き
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信楽一 衆生側のこ とを言っているが、 見てきた通りに、 信楽を生じる源は 「南無阿弥
陀仏」 であり、 本願であるので、 「難信」 と 「金剛」 で修飾する。
(凡夫= 常楽= 一如 ・真如。 信楽についての解釈。 「真宗聖教全集」 444 ̃ 452 「真宗聖
典J p407̃ p419参照。　 金剛心= 真実信心= 大悲心、信心喜ぶその人= 如来、信楽の源
について、 「真宗聖教全集Jp444　 ・　 p497　 「真宗聖典Jp405頁 ・p487頁参照。 大信心= 仏性
= 如来　 信について 「真宗聖教全集Jp62 ・　 p63　 「真宗聖教全集Jp230 ・ p231 参照」





疑いを除き、 悟りを得る 「真理」 である。
「真理」 一 現代語の複合語の真理とい う意味ではなく 、 「真」 と 「理」 二つの言葉とし
て理解すべきだ と思う。 真とは、 真如であり、 理とは事に対して、 すなわち現象に対する
本質を示している。仏教に 「事理」 という言葉がある。真如の本質と現象を表わす言葉であ
る。
生滅変化している現象を 「事」 と し不変な真如の本質を名付けて 「理」 という。 「一心二
門」 で言えば、 「理」 は 「心真如門」 であり、 「事」 は 「心生滅門」 である。
「理は万徳を合わせ、事は千巧を出す。事は無窮な り、理は終に一道な り」 という僧肇の
言葉がある。
信心と如来と衆生の関係は次の後序の文を参照。
「信順を因と し疑誇を縁とし、 信楽を願力に彰わし、 妙果を安養に顕さん。 ……」 (衆生










この言葉は二つのこ とを強調している。 すなわち普遍性と特殊性である。 念仏は人間世
界の差別しされる 「凡小」 。 「愚鈍」、 誰でも修しやすい教えであり、 行きやすい道である





徳一 前に見られるように人間の禄土的な存在に対する如来の、 「本願の徳」 である。
海一 親鸞において特別な意味を持っている。「転凡聖所修雑修雑善川水、……成本願大
悲智慧真実恒砂万徳大宝海水、 喩之如海也」 に言われるように、念仏を以てほかの教えと
優劣を比べるのでもなく 、 念仏を以てほかの教えを否定するのでもなく 、 包むのである。
これは親鸞の教えの特徴でもある。 すなわち名号は全てを包容する力がある。 中に包まれ
ると、悪も煩悩も解かされ、転じられるこ とになる。 (牛羊駿馬一切諸乳と獅子乳の比喩の
如し。 「真宗聖教全集Jp17 『真宗聖典Jp172参照』 海という讐喩によって、名号は無限
な慈悲と奥深い智慧、 大いなる包容力を持っていてすべての仏教の教えを包んでいる、海
はすべての川を受け入れるようである。そ うい うニュアンスが海という言葉に潜んでいる。
徳海- すべての徳を包む本願の世界である。 そこに善と悪、 他力と自力、専修と雑修
とい う二元対立が解かされるこ とになる。




代では折は 「心之開発」 の意である。欣、 笑喜也。 欠は、 口の形の変化と関係ナる意味を
表す字である。 喜ぶとき口を開けて笑う とのこ とである。
迷行惑信一 行に迷い、 信に惑う者。 行と信とは、 普通の修行と信じるレベルのもので
はなく 、 『教行信証』 の 「行と信」 である。すなわち真如の本質を見失い、真如の本質に惑
うとのこ とである。
心昏識寡一 心が迷い、識が小さ く 、 狭く なった者。 寡は、ぶ一家。 頁一頭と刀に分け
られる。 すなわち、 家を人数によって分けるとの意味である。 も ともとあるものが分けら
れて小さ く なるという。 識が心である。 真如の本質を見失った心がとも との大きさ広さを
失ったとの意味。
悪重障多一 悪が重い、 障りが多い者。 悪は宿業の歴史の中に積み重なってく る悪であ










特仰如来発遣一 特は 「こ とに」 と返 り点をつけられたので、 日本語で殊に、 異にとい
う意味になる。漢字のままならば、特此 (まずは) 、特地 (わざわざ) という意味もある。
特別な人間が如来の発遣を受けるとの意味ではな く 、 すべての人はまずは、 わざわざの
如来の発遣を受けるとのこ とである。
必帰最勝直道一 必ず最勝の、 最も近い白道に帰するに違いない。
専奉此行、 唯崇斯信一 「専」 と 「唯」 は、 このほかにないという意味である。行は念
仏の行、 信は、 信心の念仏である。 人間の意志によってこの行、 この信だけ選ぶべしとい
う意味ではな く 、 二河白道に示されたよ うに、 否応なしに、 此行を奉じる、 斯信を崇める
ほかに、道はないという人間がおかれている厳しい状況を示している。 「奉じる」 と 「崇め
る (あがめ) 」 とい う動詞は、 日本語と して主体の意志を示すニュアンスがあるが、漢字は
両方共、 いただく という意味があり、 人間の計らいを超えた大いなるものの存在が言葉の
裏に潜んでいる。 すなわち、 この行、 この信はいただいたものであり、 それを大事にする
気持ちが込められている。
「而者」 によって引き出されたこの一段落は、 「承上啓下」 という過渡的な役割になる。
前半の理性的な論述から後半の感情的な述懐への過渡である。




この言葉は背景が深い。　 天親は 『倶舎論』 の中で因と縁について論じる際に、 因を六
種類、縁を四種類にしている。その中で真如の本質のレベルの因を 「能作因」、縁を 「増上
縁」 と名付ける。 能作因は、 諸法が生じよ うとするとき、 ほかのものに妨害されずに、生
じさせる根元的な因である。 増上縁は、 それが成長させる力を与える根元的な縁である。
二者表裏一になって真如の本質的な力を顕す時、増上縁という。 「無障」 と 「与力」 はその
特徴を示す言葉である。 「能作因」 は、 「無障」 と言い、 「増上縁」 は 「与力」 という。 人間
を救済する際にその力は宿業から人間を救い出すように働く 。 「減罪」 と 「証生」 とい う働
きである。例えば信心が生じよう とするとき、宿業に飲み込まれないように信心を守護し、
それをして信心と して生じ、 信心として成長していく 因と縁は、 増上縁である。 イ メージ
と して現れているのは、 二河白道での発遣する釈尊と招喚ナる阿弥陀如来である。










巨一 字形も発音も 「可」 の否定である。発音は、POで、不可 (BUKE) の合音である。
字形は可を反対にするものである。不可能を意味する。二つの 「巨」 は名号に出会うこ と、




億劫- もとも と数え切れない時間単位である。 劫にさらに億を加え、 時間の無限の上
に長さという感覚を強めている。 ここに親鸞の仏教的な人生観が自然に流露している。 す





遇獲一 恵まれて得た。 前の内容を踏まえて、 ただ一回だけの機会を得たとい う意味で
ある。 それは漫漫たる宿業の歴史の中に積み重なってきた縁に恵まれたもので、 それを感
謝してありがたく いただく と言う気持ちが 「遇獲」 とい う言葉に込められている。
行信一 念仏の行と信楽。
遠慶宿縁一 漫漫たる宿業の歴史を背景にして、 「遠」 と 「宿」 とい う文字を使ってい
る。 慶は、 「祝う」 と 「喜ぶ」 とい う二重意味を含んでいる。
若也、 此廻覆蔽疑網、 更復巡歴礦 (空 ・絶) 劫。
若也- 「若」 は多美的な文字である。 日本語の 「も し」 とい う意味もあるが、 後に
「也」 がついていると、 「このようである」 を意味ナる。





巡歴一 経を使わずに巡を使うこ とに味いがある。 巡は経過とい う意味であるが、 £ と








劫一 時間単位。 啖劫は時間を絶する意味になる。 すなわちせっかく の機会を見逃すな




真言一 真とは、真仮とい う対立のレベルの真ではなく 、 現象世界に対しての真如の本
質である。 言は名号である。 真言とは真如の大いなる慈悲 ・智慧 ・力を持っている阿弥陀
如来の名号である。 そのよ うな名号は、 すべての念仏者を摂め取ってお捨てはならない。
正法一 真如の本質を示す法である。 「理無差別謂之正」
超世一 世間を超える。現象世界を超える真如の本質。
希有一 希な。 その前に 「超世」 という言葉があるので、 世の中に希なという意味では
なく 、 この世を超える希なとい う意味になる。
聞思莫遅慮
遅慮一 彷徨う。 のろのろと決定しない。
莫は否定を表わす言葉であるが、 第二人称に限定されている。 すなわち、 相手を前にし
て 「君は……しないで く ださい」 との意味である。 すなわち、語り手は聞き手に語りかけ
る口調である。 「教行信証」 の語り手は親鸞であるが、聞き手は誰であろ う。次にそれがす
ぐ出て く るが、 「教行信証」 にたびたび呼ばれる者でもある。 それは 「愚禿釈親鸞」 であ
る。すなわち語り手も親鸞、聞き手も親鸞である。親鸞は聞き手として自己である 「親鸞」







聞思一 名号を聴聞し教えをいただ く (名号は声として耳から入り、 教えは理として頭
に入る。)
莫遅慮一 疑ったり、 彷徨った りするこ とのないよ うに。
爰愚禿釈親鸞、慶哉、 西蕃月支聖典、 東夏日域師釈、 難遇今得遇、 難聞己得聞。 敬信真
宗教行証、 特知如来恩徳深。 斯以、 慶所聞、 嘆所獲矣。
「愚禿釈親鸞」 とい う自己の名前を呼ぶこ とは感情のうねりの峰を表している。それは親













師釈一 釈尊の教えについての解釈。 膨大な仏教の思想体系は、 釈尊の教えについての
解釈によって構成されたのである。
難遇今得遇、 難聞己得聞
遇いがたきものに今遇うこ とに恵まれた。 聞きがたいが今聞く こ とに恵まれた。 得とい
う漢字は、 幸いにいただく という感情を含んでいる。
敬信真宗教行証
真宗一 言葉の意味を追求したところから言えば、今のよ うな個有名詞と しての浄土真
宗の意味ではなく 、 真の宗とい う意味である。 宗は仏教用語として二重意味をもっていま
す。一つは真諦を意味する。 も う一つは、 「諸経宗趣各異」 とい う意味で一経の主旨を意味
する。 真とは、 真如。 敬信真宗教行証とは真如の本質 (法性法身に示されるもの) のレベ
ルの真諦を示す教と行と証を敬 ( うやま) い信じる。 ここでタイ トル 『教行信証』 の教、
行、信、証の関係も示している。 すなわち四者は並列関係ではなく 、 信は教、 行、 信、証
を貫く ものである。 真宗の教、 行、 証を敬信する。
特知如来恩徳深




斯以一 斯を理由と して。 「斯」 に、総序全体を納めている。 聞く こ と (名号) をおりが
たく よろこび、獲たこ と (信心) を嘆ずる。
この文によって 『教行信証』 が何のために書かれたのかを明らかにしている。すなわち、
名号に恵まれて、 信心を得るこ とを慶び、 賛嘆するのである。 ?
?
?
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